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事業名 一般国道４１９号梅坪拡幅 事業 一般国道 事業 愛知県
うめつぼ

区分 主体
起終点 自：愛知県豊田市上原町 延長

と よ た うわはら

至：愛知県豊田市陣中町 ２．３km
と よ た じんなか

事業概要
一般国道４１９号は、岐阜県瑞浪市を起点とし、愛知県高浜市に至る延長約６２kmの主要幹線道路であ
る。このうち、豊田市中心地に隣接する梅坪拡幅は、豊田市北部の開発に起因して増加する中心市街地へ
の大量の交通を処理する延長２．３ｋｍの４車線化事業である。
Ｈ２年度事業化 Ｈ元年度都市計画決定 Ｈ２年度用地着手 Ｈ７年度工事着手

（Ｈ 年度変更）
全体事業費 約９６億円 事業進捗率 ５２％ 供用済延長 ０．７km
計画交通量 ２６，３００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 36/69 億円 219/219 億円 平成１６年(事業全体) ３．２

億円 走行時間短縮便益：213/213 億円事 業 費：35/68
億円 走行費用減少便益： 5/5 億円(残事業) ６．１ 維持管理費： 1/1

交通事故減少便益： 1/1 億円
事業の効果等
・災害への備え（緊急輸送道路としての位置づけあり）
・都市の再生（区画整理の沿道まちづくりとの連携あり）
関係する地方公共団体等の意見
一般国道国道４１９号梅坪拡幅は、交通渋滞の緩和、豊田市と藤岡町、小原村を結ぶ南北方向の広域ア
クセス支援、東海環状自動車道（仮）藤岡ICへのアクセス支援に重要な役割を果たすことが期待されてお
り、豊田市及び地元経済界等から構成される豊田市幹線道路整備促進協議会より早期整備の要望（平成１
６年５月）を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
一部供用区間においては土地区画整理事業の進捗に伴い沿道開発が進んでおり、交通渋滞はますます深
刻化している。
事業の進捗状況、残事業の内容等

、 ． 、 ．土地区画整理事業関連区間においてはＨ１５年度に用地買収が完了し その内０ ８kmが供用済み ０
。 、 ． 、 。５kmをＨ１７年度に供用予定である また 残る１ ５kmにおいては Ｈ１７年度に事業着手予定である

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
補償形態等の交渉に時間を要した土地区画整理事業の遅れに伴い、梅坪拡幅も全線供用予定年度を平成
２４年度に見直している。
施設の構造や工法の変更等
新工法による大規模なコスト縮減は無いが、路床安定処理の採用、再生砕石・再生As等の使用によりコ
スト縮減を図っている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性が増大していると考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

　内供用中

再評価箇所

供用中

凡　　　例

国道４１９号国道１５３号

国道４１９号梅坪拡幅　L=2.3km

国道１５５号

国
道
３
０
１
号

国道２４８号

供用中

名鉄三河線

名鉄豊田線

愛知環状鉄道

豊田市中心市街地

至

知

立

至岡崎

至名古屋

至足助
至新城

至瀬戸

至岐阜県


